
~ 
ユーラシア大陸乾燥地帯における

乳文化圏二元論

The Dualism 01 the Milk Culture Sphere in the Arid Areas 01 Eurasia 

平田昌弘

Masahiro HIRATA 

平t，!苦r:'/J:、{.:zータシア";t座長吉終止す符fZ:t!ず o?lxftflfl-二'Xl誘'1of!1!!t苦長'f!，IjJL.-k。 つ~IJ、第守主・?l!iJl#(!J江刀、

h'j:O、# iff /J: i!!ffj亨アジアIZ}世ず溜'i/liL/::。子Lで、 ?l!JOI.d王手Z占r-A雪'?lIZT 0、子iz苦昌吉"Ti'1/!i!i'Fdtto!::ぃフN
tfljA菅原で、 ?l!JoINtfljJJ';母r;?!lに五'eli苦Lでいった。 子の五昔、 :/t持者'f.':j40'，宇津'fJ.IfZJ;吉宗ifJs7J5"C、バεーノル，1flJij[;必f!Jf't-
JjlIZ、:/t万:/Jj(!::府方:/Jj(!:: r:' /J:子iz-f'izjJ!f/;'Iz?l!JOI;友再I)'JJ努ぎL走。 フ~IJ、ノだーノよ停fjJ[JJ' t7 :/t;す4ずの?lxft

gてな、クグ-L，}子占皆、品ffjffsIJ!::L.-でM?l昔汚い、晃彦フイPがザ吉道L.-l士。-;昔、ノfεーノルi!$s干ipt7fj亨7ff!Jf.の?l
X ftfffJr:'/J:、tf!t?lのr?ーニン〆Izj: 0 ?llflt/Jdo!JiJ!:1i、反'lfJf/sIJ!::L.-で Lノン;t.:y r 昔1#い o ?lIJOI/;ぜがが努溜 L.- /~o

j;U~JJf， ?lxftaJ苦必Eダ民?にsi!f!正予星野L、?lIJOIの豆IfNtfIj't-$ f7J普'1jJ!f. fl首理手苦's'jIZ厚ブチ殺L.-Jj: .tJ T -;i!/!，のf1?stぎ
苦'jiHτ虚弱L長IJI>f5A宮r:'<1ち00

キーワード:乳文化圏、乳加工体系、牧畜、伝播、ユーラシア大陸

A hypolh叩 Son "tlze dualism 01 the milk cu/wral sphe河川 thearid areas of Eurasia" is Introduced in this 

paper. Milking and the use o[ milk from anima丸山dpastoralism firsl originated in Western市町 Those 
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developed separately. This is the proposed hypothesis extracted from the discussioll on the geographical 

classifica山nof the milk cultural sphere and each milk processing technique. 
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はじめに

rr搾乳」と「去勢」の技術の発明により牧畜(遊牧を含
む)が成立したjとは、 1940年代に内モンゴJレを調査した

今西錦司(1968)と梅樟忠夫(1976: 119)の牧畜に関する

結論であった。つまり、搾乳こそ牧畜という生業を成立さ

せた大きな要因であり、乳を利用することでヒトは家畜に

生活の多くを依存して生活できるようになった。ここに、

搾乳および乳利用によって牧畜という一つの生業形態が誕

生したのである。この牧畜の成立基盤をなす乳加工に着目

して、著者はこれまで、ユーラシア大陸において乳文化研

究をおこなってきた。

そこで本稿では、西南アジア、中央アジア、北アジア、

チベット高原での乳加工体系に関する事例研究と民族問比

較研究の成果を基にして、仮説 rユーラシア大陸乾燥地
帯における乳文化圏二元論」を先ず提起する。そして、「乳

加工技術は、乳利用を開始した、つまり、牧畜が成立した

相当に早い段階で、西アジアから周辺地域へ伝播していっ

た」とする推論を民族学の視座から試みる。ただし、この

仮説と推論とを導き出すには 3つの前提条件を必要とす

る。その前提条件とは、 1)紀元前7000年頃にはヒツジ・ヤ

ギが家畜化され、紀元前6千年紀後半には乳利用の開始が

西アジアにおいて行われていた(三宅 1999)、2)牧畜お

よび乳利用開始の起源地は西アジアの一元説とし、周辺に

伝播していった、 3)乳加工が周辺に伝播し、各地域で発

達した当初の乳加工技術が現在の乳加工体系にも受け継が

れている、の3つである。
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